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大
手
・
準
大
手
・
中
堅
規
模
の
企
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、建
設
業
界
で
九
割
以

上
の
企
業
数
を
占
め
る
中
小
・
零
細
企

業
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
、「
労
務

費
に
関
す
る
基
準（
標
準
労
務
費
）」が

導
入
さ
れ
た
二
〇
二
五
年
十
二
月
十
二

日
以
降
、標
準
労
務
費
導
入
を
柱
と
し

た
新
ル
ー
ル
の
実
効
性
確
保
へ
向
け
た

様
々
な
取
組
み
が
始
ま
っ
た
。

　
国
土
交
通
省
は
標
準
労
務
費
導
入
の

根
拠
法
で
も
あ
る
、改
正
建
設
業
法
、改

正
入
札
契
約
適
正
化
法（
入
契
法
）の
全

面
施
行
を
受
け
、「
労
務
費
ダ
ン
ピ
ン
グ

を
防
止
す
る
た
め
の
公
共
発
注
者
向
け

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」と「
建
設
工
事
に
お
け

る
猛
暑
対
策
サ
ポ
ー
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を

昨
年
末
ま
で
に
相
次
ぎ
公
表
し
た
。更
に

仕
事
納
め
の
二
十
六
日
に
は
、国
土
交
通

こ
れ
ま
で
の
入
札
契
約
制
度
改
善
の
浸

透
ス
ピ
ー
ド
を
踏
ま
え
る
と
、三
年
程
度

は
か
か
る
と
の
見
方
が
多
か
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、公
共
工
事
入
札
す
べ

て
が
対
象
と
な
る「
工
事
費
内
訳
五
項

目
提
出
義
務
化
」浸
透
が
、導
入
初
年

度
二
〇
二
五
年
度
か
ら
二
〇
二
六
年
度

「
国
」、国
の
浸
透
を
受
け
二
〇
二
六
年

度
か
ら
二
〇
二
七
年
度
が「
都
道
府
県
及

び
政
令
市
」、二
〇
二
七
年
度
か
ら
二
〇

二
八
年
度「
区
市
町
村
」と
い
う
導
入
・

浸
透
ま
で
の
見
立
て
だ
。だ
か
ら
多
く
の

中
小
元
請
け
は
昨
年
末
適
用
の
新
ル
ー

ル
対
応
で
も
余
裕
を
見
せ
て
い
た
。

　
し
か
し
広
域
自
治
体
や
政
令
市
を
飛

び
越
え
て
、一
部
基
礎
自
治
体
が
直
轄
に

追
随
し
、工
事
内
訳
書
五
項
目
の
提
示
を

求
め
る
動
き
が
出
始
め
た
。そ
の
な
か
、

五
項
目
の
内
訳
書
提
示
が
求
め
ら
れ
て

い
な
い
首
都
圏
の
中
小
元
請
け
が
取
引

の
な
い
基
礎
自
治
体
の
動
向
に
関
心
を

寄
せ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　「
標
準
労
務
費
」を
柱
と
し
た
新
ル
ー

ル
に
加
え
、公
共
工
事
に
従
事
す
る
技
能

者
の
賃
金
最
低
額（
下
限
額
）を
規
定

す
る
条
項（
賃
金
条
項
）を
含
む
条
例

「
公
契
約
条
例
」へ
の
対
応
に
直
面
し
て

省
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に【
重
要
】「
入
契
法
第
十
二
条
に
基
づ
く

工
事
内
訳
書
へ
の
記
載
に
つ
い
て
」と
題

し
た
文
書
を
公
開
し
て
い
る
。

　
十
二
月
十
二
日
に
全
面
施
行
さ
れ
た

改
正
入
契
法
第
十
二
条
は
、「
入
札
金
額

の
内
訳
の
提
出
」。改
正
法
と
国
土
交
通

省
省
令
を
合
わ
せ
て
読
む
と
、二
〇
二
五

年
十
二
月
十
二
日
以
降
に
入
札
手
続
き

を
開
始
す
る
工
事
か
ら
、「
工
事
費
内
訳

書
に
は
入
札
金
額
の
内
訳
と
し
て
、▷

材
料
費
、▷

労
務
費
、▷

法
定
福
利
費
、

▷

建
設
業
退
職
金
共
済
契
約
に
係
る
掛

金
、▷

安
全
衛
生
経
費
」―
―
を
記
載
し

た
書
類
提
出
を
義
務
付
け
た
。

　
入
契
法
の
適
用
は
市
町
村
を
含
む
す

べ
て
の
公
共
発
注
者
。ま
た
原
則
、内
訳

書
の
記
載
漏
れ
は
入
札
無
効
の
扱
い
と

お
り
、公
契
約
条
例
適
用
自
治
体
は
新

ル
ー
ル
適
用
も
早
い
可
能
性
が
あ
る
と

判
断
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　
下
限
額
と
は
、該
当
地
域
の
職
種
ご
と

に
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
を
基
礎
に

一
定
割
合
を
乗
じ
た
額
。労
務
単
価
に

対
し「
九
〇
％
」と
設
定
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。

　
例
え
ば
東
京
二
三
区
の
う
ち
、一
〇

区
で
導
入
し
て
い
る
の
が
受
注
者
に
下

限
額
以
上
の
賃
金
・
報
酬
を
支
払
う
契

約
を
す
る「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
型
」と
、下
限
額
以

上
の
支
払
い
を
強
制
す
る「
公
権
力
規

制
型
」で
、い
ず
れ
も
受
注
者
に
支
払
い

義
務
を
課
し
て
い
る
。支
払
い
義
務
が
な

い「
行
政
指
導
型
」も
合
わ
せ
れ
ば
、一

四
区
と
半
数
以
上
が
賃
金
条
項
を
規
定

し
た
公
契
約
条
例
の
導
入
に
踏
み
切
っ

て
い
る
。つ
ま
り
首
都
圏
の
中
小
元
請

け
は
、「
標
準
労
務
費
が
柱
の
新
ル
ー

ル
」と
、「
公
契
約
条
例
」と
い
う
二
つ
の

ル
ー
ル
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
た
だ
そ
の
一
方
で
、元
請
け
・
下
請
け

問
わ
ず
中
小
・
零
細
企
業
の
収
益
と
現

場
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
る
動
き
も
確

実
に
加
速
し
て
い
る
。

　
二
月
二
十
七
日
、国
土
交
通
省
は「
二

な
る
。そ
の
た
め
昨
年
末
、国
土
交
通
省

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

公
開
さ
れ
た
文
書
で
は
、二
〇
二
六
年
三

月
ま
で
に
入
札
手
続
き
を
開
始
す
る
工

事
に
限
り
、記
載
漏
れ
の
場
合
で
も「
暫

定
的
に
無
効
と
し
な
い
」と
緩
和
措
置
も

示
し
た
。こ
の
本
省
か
ら
の
基
本
路
線
に

沿
っ
て
、出
先
機
関
の
各
地
方
整
備
局
も

今
年
一
月
以
降
、「
工
事
費
内
訳
書
へ
の

労
務
費
な
ど
の
記
載
」に
関
す
る
対
応

を
相
次
ぎ
公
表
し
た
。

急
変
環
境
に
対
応
で
き
な
い

 

　
施
工
体
制
確
認
型
総
合
評
価
落
札
方

式
を
経
験
し
て
い
る
大
手
・
準
大
手
・

中
堅
元
請
け
と
違
い
、工
事
費
の
内
訳
内

容
ま
で
確
認
す
る
入
札
を
経
験
し
た
こ

〇
二
六
年
度
土
木
工
事
・
業
務
の
積
算

基
準
等
の
改
定
」を
公
表
し
た
。具
体
的

に
は
、本
社
経
費
の
確
保
・
向
上
に
つ
な

が
る「
一
般
管
理
費
等
率
の
改
定
」と
し

て
乗
率
を
引
き
上
げ
た
。四
年
ぶ
り
の
改

定
で
、直
接
工
事
費
が
一
億
円
の
河
川
工

事
で
約
一
六
〇
万
円
増
加
す
る
と
い
う
。

標
準
歩
掛
不
可
の
条
件
明
記

　
ま
た
中
小
元
請
け
が
働
き
方
改
革
対

応
で
実
作
業
時
間
を
理
由
に
積
算
見
直

し
を
求
め
て
き
た
課
題
に
つ
い
て
も
、

「
移
動
時
間
、作
業
休
止
時
間
等
を
踏
ま

え
た
歩
掛
改
定
」と「
施
工
規
模
に
応
じ

た
標
準
歩
掛（
小
規
模
歩
掛
等
）の
設
定

に
踏
み
切
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、「
資
材
基
地
等
か
ら
現

場
へ
の
移
動
時
間
」と
し
て
、ト
ン
ネ
ル

工
事
や
砂
防
工
事
な
ど
で
も
現
場
移
動

な
ど
で
作
業
時
間
が
短
く
な
り
、日
当
た

り
施
工
量
の
減
少
を
確
認
、更
に
建
設
機

械
を
日
々
回
送
す
る
工
種
で
も
実
作
業

時
間
が
短
く
な
っ
て
い
る
と
し
て
、歩
掛

を
改
定
し
た
。

　
ま
た
酷
暑
対
応
と
し
て
現
場
の
作
業

管
理
と
し
て
行
わ
れ
る
作
業
休
止
時
間

と
の
な
い
多
く
の
中
小
元
請
け
に
と
っ

て
、受
注
競
争
の
主
戦
場
で
あ
る
市
町

村
発
注
工
事
で
、「
求
め
ら
れ
る
工
事
費

内
訳
書
」に
つ
い
て
記
載
漏
れ
発
生
で
、

「
入
札
無
効
」に
な
る
こ
と
は
想
定
外

だ
っ
た
。元
請
け
が
応
札
時
に
提
出
す
る

工
事
費
内
訳
書
作
成
の
前
段
階
で
あ
る
、

専
門
工
事
業
か
ら
の
見
積
も
り
で
細
か

な
費
目
を
明
示
し
て
提
出
し
て
も
ら
う

こ
と
自
体
が
そ
も
そ
も
難
し
い
と
の
見

方
が
強
か
っ
た
。材
工
一
式
契
約
が
商
慣

習
だ
か
ら
だ
。

　
関
連
し
て
も
う
一
つ
、中
小
・
零
細
規

模
の
元
請
け
に
と
っ
て
想
定
外
が
発
生

し
て
い
る
。工
事
費
内
訳
書
提
出
義
務
化

の
自
治
体
へ
の
浸
透
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ

だ
。標
準
労
務
費
を
柱
と
し
た
新
ル
ー
ル

が
、区
や
市
の
工
事
に
浸
透
す
る
に
は
、

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
日
当
た
り
施
工

量
減
少
を
理
由
に
歩
掛
を
改
定
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、中
小
元
請
け
か
ら
こ
れ
ま

で
相
次
い
で
い
た
、「
施
工
規
模
に
よ
っ

て
は
標
準
歩
掛
を
使
っ
た
積
算
は
現
場

実
態
と
か
い
離
し
て
い
る
」と
の
指
摘
を

踏
ま
え
、積
算
者
が
国
土
交
通
省
の「
土

木
工
事
標
準
歩
掛
」を
使
う
場
合
、道
路

打
換
え
工
の
例
と
し
て
、標
準
歩
掛
が
適

用
で
き
る
施
工
規
模
を
明
記
。更
に
、標

準
歩
掛
が
適
用
で
き
な
い
範
囲
も
示
し

た
。ま
た
、ト
ン
ネ
ル
補
修
工
と
し
て
、新

規
に「
断
面
修
復
工
」で
小
規
模
歩
掛
を

制
定
、ま
た「
ひ
び
割
れ
補
修
工
」に
つ

い
て
も
改
定
し
た
。

　
ま
た
、公
共
建
築
工
事
で
は
、元
請

け
・
下
請
け
間
の
商
習
慣「
複
合
単
価
」

「
市
場
単
価
方
式
」の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解

消
す
る「
単
位
施
工
単
価
」の
導
入
も
一

部
工
種
で
始
ま
っ
た
。

　
た
だ
、中
小
企
業
の
収
益
確
保
と
着

実
な
技
能
者
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
小

規
模
歩
掛
の
市
区
町
村
へ
の
浸
透
に
は

時
間
が
か
か
る
。発
注
者
・
元
請
け
・
下

請
け
も
目
先
に
と
ら
わ
れ
ず
、昨
今
の
取

組
み
の
目
的
と
目
標
は
な
に
か
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
考
え
て
欲
し
い
。
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